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1． は じ め に

　 断層と地震 の 関係を考察す る場合 に ， 日本付近で は多

くの 海底地 震 が 発 生 して い る の で ， 海底 に お け る地 殻変

動 に つ い て 知 る こ とが大切で ある．陸上 とちが っ て ，海

底地震 に伴 な う地殻変動を知 る に は ， 地震波 ， 津波の解

析 な どに た よ ら ざる をえ な い ．しか し，海底地形 は 陸上

ほ ど 侵蝕作用 を受けて い
．
な い の で ，変動地形が保存され

や すく， 地形が地質構造や地殻構造を直接に反 映して い

る と い う利点が あ る．

　わ が 国に お い て も最近 は，海上保安庁水路部 の 「海 の

基本図」作成作業を は じめ，海底地形や海底地質媾造 の

調査が 進展 しつ つ あ る （例え ば ， 茂木 ・佐藤，1975 ；佐

藤 ・茂木 ， 1975）． 本論で は今まで の研究成果 に より ，

海溝 に 近 接する地域の 海底地形 の 特徴を述 べ
， 海底 の 変

動地形 と地震 に伴な う地殻変動との 関係に つ い て 考察す

る ．

2． 島弧
一

海溝系の 巨大地震

　島弧
一

海溝系で は 浅 い 地震 （微小地震か ら巨大地震 ま

で ）が数多 く発生 して い る．と くに 海溝の 陸側斜面 か ら

大陸斜面に か けて海溝軸 に平行 して 帯状 に 集 中して お

り． 「外側地震帯」とよ ばれて い る．ま た 日 本 列 島 の

本州弧をは じめ ， い くつ か の 島弧 で は ， 火 山 性 内帯で

地 殻 内地 震が 活発 で， 「内側地震帯」 と よ ばれ て い る

（MOG ［，1968）．外側 地震 帯の 浅い 地震 の 多 くは ， 島弧

に 直交 ま た は斜交す る方向 に，海側の ブ ロ ッ クが 島弧 の

下 へ もぐ りこ む逆断層型 の メ カ ニ ズ ム を示す （lsAcms　et

al ・
，
1968 ；SYKES　 et　al・，1970 ）， しか し数 は 少 な い が 海

溝 の 直下か ら海 側 斜面 に か け て は，海溝軸 に ほぼ 平行

す る 正 断 層 型 の 地 震 もお き て い る （STAVDER，
1968 ；

K訊TsuMATA 　and 　SYKEs，1969）．

　島弧
一海溝系の 巨大地震 （M8 級）ま た は大地震 （M7

級）は，陸地の 地殻変形 や 津波 （需海底 の 地殻変形）を

伴 な う （YONEKURA ，
1972）．巨大地震や 大地震 は，地震

時 に 放出されるエ ネル ギ
ー

が 大きい だけで な く， 数 m

の 断層変位 と長 さ 数工0一数 100　km （ときに は 1000余

km ）の 変動域 を もつ の で，地殻変動 の 進行 に 重要な役

割を果 して い る．太平洋の 海溝ぞい の 巨大地震 に 伴 な う

地殻変動 につ い て は，す で に い くっ か の まとめが発表 さ

れて い る （金森，1972 ；　PLAFKER
，

工972 ；米倉 ・安藤，

1973）．それ らに よれば ， 海溝系の 巨大地震 の 多くは，

低角逆断層型 の断層モ デ ル に よ っ て よ く説明され ，こ れ

らの 巨大地震の 発生 は ， 大洋 プ レ ートが 大陸 プ レ
ー

トの

下 に もぐりこ む動きを直接示す証拠と考えられ るに 至 っ

た．また こ れらの 地震 に伴 な う地殼変動と第四紀地 殻変

動と の 関係も考 察 され は じめ て い る （吉 川 ， 1968 ；KA 匸・

ZUKA 　 et　al．
，

三973
，
　YONEKURA

， 1975）．

3． 海溝地 形の 特徴

＊
東京大学理学 部地理 学数室

　 千島海溝 ・日本海溝 ・伊豆
一

小笠原海溝は太平洋 の 北

西縁を画し，それぞれ千島弧 ・東北 日本弧 ・伊豆小笠 原

海嶺の 前面 の 深まりを な して い る．こ れ らの 島弧
一

海溝

系で は ， 海溝帯 ・穽火山性外帯
・
火山性 内帯 ・縁海とい

う地形配列が明瞭 で ある．一方， 南海舟状海盆 ・
琉球海

溝は，西南 日 本弧 ・琉球弧 と対を な して い る ．西南 日 本

弧は火山帯の 発達が貧弱な こ と，深発地震がない こ と，

前面 の 深まりが浅い こ と など，活動度 の 低 い 島弧 とい わ

れ て い る （上 田 ・杉村，1970 ；SuGIMvRA 　and 　UyEDA ，

1973）．

　海溝付近 の 模式的地形断面 を 第 1図に・、南海舟状海盆

付近の 地形学図を第 2図に示す．大洋底 か ら海溝へ の 移

りかわりは ， 大陸側 に くらべ て 漸移的で，海溝大洋側斜

面 の 外側 に は，海溝周縁隆起帯が あ る．こ の 地形 的 ふ く

ら み は，巾 200− 400km で ，比高 200− 300m 位 の 長

波長 の地殼変形を示す．海溝帯と非火山性外帯との 境界

は，大陸斜面と海溝陸側斜面 との 傾斜変換部に よ り地形

的 に定義され る，海溝帯で は海溝軸 に平行す る階段状の

起伏が発達 し，海溝斜面全体として は陸鬪が よ り急傾斜

で ， 三 陸沖で は 陸で 平均6“，大洋側で 2°位 で あ る （岩

渕 ， 1968，1969，1970a ；佐藤 ， 1969， 1972）．

　 3 − 1．海溝軸の 外側

　海溝大洋側斜面 に は ， 海溝軸 に 平行で 長 い 地溝状 凹 地

が あり，斜面上 の 新しい堆積物と 基盤を切 る正 断層群が

発達 して い る．こ の 凹地 は一
般 に 海溝軸 に 近 い ほ ど 比

深 が 大き く 200− 400m に 達 し， 大洋底に近づ くと数

10m とノ亅丶さくなる （LUDWIG　 vt 　al．， 1966；岩渕 ， 1968 ；
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第 弖図　海溝を中心 とす る模式地形断面 （上図 ・岩

　　　　渕，1970）と三 陸沖 日本海溝付近 の 地形学

　　　　図 （下 図
・岩渕 ， 1968），

　　　　1．深 海平坦 面，2、海溝帯，3．ベ ン チ ，

　　　　4．海溝軸，5．地溝状凹地

DEI　 et　al．， 1971；HOTTA ，
1970）．海溝底は 堆積物が な

くV 字形を示す場合と， 堆積物で 埋積され て 平坦 な地形

を示す場合とが ある ．海溝底堆積物は二 層か らなり， 大

洋底から島弧側へ 傾き さが る遠洋性堆積物の 上 に ，陸源

性タービ ダ ィ トを主 とす る水平 層 理 の 堆積物が の る．

海溝底堆積物は 海 溝 陸 側 斜面 に abut す る 部分以外で

は，一
般 に 変形 をうけて い な い （HILDE 　et　ai．

，
1969 ；

LVDWIG 　 et　 ai．，正973）．

　海溝付近 の こ の よ うな地形 ・地質の特徴は ， 海洋地殻

が 島弧 の 下へ もぐりこ む際に，大陸地殻の抵抗をうけて

盛りあが り， たわん で 破断を うけて い る こ と を 示す と考

え られ る．海溝軸付近 の 正断層型 の 浅い 地震は ・ 上述 の

海洋地 殻 の もぐり こ み に伴なう変形 と調和的で ， 海洋地

殻 の 上部 に局地的な展張場が 生ず るた め発生 すうもの ≒

理 解され て い る （ISACKS　et　4．， 1968）．しかし， 1933年

三 陸地震 の よ うに，海溝軸付近の 正 断 層型 巨 大地震 の 断

層面は，傾斜 が大 き く海 洋 地殻φ深 部に まで 運して お

り ， 上述の 局 地 的変 形 とは 全 く異 な る 変動様求を示す

N

　　　　　　　　　　　　　第 2図　南海舟状海盆 付近 の 地形学図

1 ：比高 6eOm 以 上の 急斜面， 2 ：比高 200m 以 上 の 急斜面， 31 比高 20e　m 以下 の 急斜面，

4 ： リッ ジ，　 5 ： ト ラフ お よ び海底谷，　 6 ；深海平坦面 ， E ：遠州灘凹地 K ：熊野灘盆 地

KS ：紀伊水道盆地 ，
　T ：土佐盆 地，　 H ； 日 向灘盆地， 7 ： 0uter　Ridge （YoNEItuRA ，

1975）
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（金森 ，　1972）．

　 チ リ海溝や ア リ＝
一

シ ャ ン 海溝などで，海溝底堆積物

が変形 を うけて い な い こ とが ， 島弧や 大陸の 下へ の 海洋

地殻 の もぐりこみ 説 に対す る反 証 として あげられ た こ と

が あ る　（SCHOLL　 et　al．，1968，1970；VON 　HVENE　and

SHOR
，
1969）． しか し，最近の 地震反射法 の データ1ζ よ

れ ば ， 海溝底堆積物が大陸斜面基部で 摺曲や 隆起などの

変形をうけ て い る こ と，さ らに海洋地殻が海溝軸を越え

て 大 陸斜 面下 に もぐりこ ん で い る こ とが，多 くの 海溝

で 明らか に されつ つ あ る （CHASE　 and 　BUNCE ，
1969 ；

EwlNG 　et　 al．， 1969 ； H ！mE 　et 　 al．，　1969 ； HAYEs 　 and

EwlNG ，1970　 ；・V
’
oN．　 HuENE

，
1972 ；H ・ LMEs 　 et　 al・， 1972

；BECK 　and 　LEHNER，1974 ；SEELEY　et　al ．，1974）．

　 3 − 2．海溝軸の 内側

　海溝 に 面す る大陸斜面は，傾斜変換部に よ っ て 急傾斜

の 海溝陸側斜面か ら区別 され，三 陸沖で は大陸斜面外縁

は 水深 2400− 3400m 付近 に ある．こ の 傾斜変換部 は，

Trench　Slope　Brcak（DrcKINsoN， 1973）と よ ばれ，地形

的高まり （Outer　Ridge ， 吉井 ほ か｝1970 ；LuwIG 　et　al．，

1973）や，基盤 の 高 まり （Midslope　 Basement 　 High ，

KARIG ，1971） が認められ る．大陸斜面と海溝陸剛斜面

と は単 に 傾斜 だ けで な く，多 くの 点 で 性格 を異 に す る．

　海溝陸側斜面 上 に は 何段かの 階段状 の ベ ン チ 地形が分

布す る．そ の 外縁 には，比高 va　10一数 100　m の 地形的

高 ま りが あ り，内側 の 凹 地 には堆積物が堆積 して い る．

海溝陸測斜面 上 の 起 伏に とむ地形 は ， 海溝軸に 平行し

て 帯 状 に 分 布 して い るの で ，こ の 地 帯を と くに Ridge

and 　TrGugh 　Zone と よぶ こ とが ある （岩eel， 1970b）．

地 震 反射法に よれ ば ， こ の 斜面は， 音響的不透明層から

成 っ て い る．

　
一
方，大陸斜面上 に は，巾の広い 深海平坦 面が発達し

て い る．三 陸沖で は水深 10  O− 1800m 面がも っ とも広

く，巾 50km 以 上，長 さ IIOkm に 達す る が，常磐沖

・鹿島灘で は小規模 に なる （岩渕，1968）．南海角・状海

盆 に面 して，土佐海段 （水深 800−− IOOO　m ）， 日 向海段

　（水深 1600− 2000m）とよばれ る広い 深 海平坦 面が発

達 して い る （田 山， ！950）（第 2図），大陸斜面 の 堆積層

は 3層 に区分 され る．深海平坦面は表層の水平堆積層 の

堆積面 で，そ の 下に は褶曲した厚い 堆積層があ っ て ，深

海平坦面 の 外縁部 で 構造的高まり （Outer　Ridge） を な

して い る．第 3 層 は音響的不透明層 で 上述 の 堆積層の 基

盤を な し，深海平坦面外縁部 か ら海溝陸側 斜面 の海底 に

露 出 して い る （佐 藤 ・徳弘，正969 ；DEN 　 et　 al．， 工971；

LuDwlG 　et　 al．，1966 ；HoTrA ，1970，
　HILDE 　et　at．， 1969 ；

岩渕 ， 1970 ；吉井 ほか ， 1970， LuDwlG　et　at．
，
1973）．

　こ の よ うな深 海平 坦 面 の 内 部 構造 は ，深 海平坦 面が 構

造姓盆地 に起源 した堆積面 で ある こ とを示 し， 陸源堆漬

物が 海底谷を通 じて 供給され ， Outcr　Ridgeに よりせ き

と め られ て ，盆地 を埋積 した と考え られ る，深海平坦面

下 の 凹 地と Outer　Ridge は 巾新世ない し鮮新世 の 褶曲

した堆積層か らなり，Outer　Ridge に abut して 凹地を

埋 めて い る水平堆積層は 鮮新世な い し第四紀層で あろ う

（佐藤 ，
1970 ；佐藤 ・

茂木，1975）．・

　さ らに 地殻搆造の 点か らみ る と，大陸斜面の 下 に は 地

震波速度 5　km ／sec 以 上の 大 陸 地殻 が，大陸斜面外縁部

付近まで 分布して い る．一方，大洋底を な す海洋地殻は

海溝軸直下，あ るい は海溝 陸側 斜面 下 まで 達して い る

（LuDwlG 　et　a9．， 1966 ；HoTTA ，1970，　 DEN 　et　al．71971 ，

YOSHII　et　al，，1973）． したが っ て ， 大陸斜面と海溝 の 間

に 地殻構造 の 急変部が あり，深部の 地殻構 造 の gap が

大陸斜面と海溝 の 間 の 地形 の gap，す な わ ち海溝陸側斜

面として 表現されて お り，Trench 　Slope　Break は 単 に

地 形的境界で ある だ け で な く，地殻構造 上 の 大 き な 境界

と い える．

　太平洋側の 浅 発 大 地 震の 余震域が ブロ ッ ク構造 を 示

し，それ が 深海 平 垣 面 の 分布や大 陸斜面を横断す る構

造起伏と関係 深 い こ とが 指 摘され て い る （田 ， 1968 ；

MoGI ， 1969 ； NAGuMo ，
　 1970）． また余震活動の 特性か．

ら，海溝に 近い 地域 ほ ど地殻が よ く破砕 され て い る とい

う推定 （MOGI ， 1967）は ， 海 溝斜面 が大 陸斜面 よ り波

長 の 短かい 小単元 の 地形か らで きて い る とい う特徴と調

和的で ある．

4， 海溝付 近 の 地 殼変動

　 4 − 1 ．大陸斜面 の 沈降

　飯島 ・加賀美 （1966）は ， 三 陸沖の 大 陸斜 面外縁部

（水深 2350m ）付近 か ら採 取 した底質を分析 し，こ の 海

域が鮮新世中後期に は浅海 の 環境 に あ つ た こ と，大洋底

と海溝底 の 水深差が 三 陸沖の 大陸斜面 の 外縁水深 に よ く

一
致す る こ と な ど か ら，日 本海溝お よ び大陸斜面外縁が

鮮新世末 な い し第四紀初頭以降に 2000m 余 り沈降 した

と推定 した．また北海道東方沖の 水深 1400− 2000m の

深海平坦 面 の 表 層 堆積物 の 下に は，陸上侵蝕とみ られ る

不整合面が 認 め られ る こ とから， 三 陸沖 と同様に 2GOOm

に お よぶ 大陸斜面 の 沈降が 推定されて い る （DEN 　et　 at．，

1971）．　さ らに ， 日本周 辺 の 大陸斜面 ・陸棚斜面 そ の も

の が ， 昌本列錘の 曲隆に 伴な っ た周辺 部の 撓曲を 示す と

い うこ とが 指摘 されて い る （奈須 ほか ， 196B；茂木 ，

1975a）．

　村内 ・安井 （1968）は ， 大洋底と海溝底の 水深差は，
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大陸斜面 の 外縁水深 よ り も，それ と海溝陸側斜面上 の ベ

ン チ との 水深差の 方 に よ く
一

致す る こ と か ら，海溝の 形

成 は大陸斜面外縁とベ ン チ との 間に断層を伴な い ， 海溝

陸働1斜面 で は 地殻が沈降す る と考え た ．さ らに，東北 日

木 の現在の島弧
一
海溝系と斜交す る古 い 地質構造が常磐

沖 に 延び て ， 海溝付近で 消失して い る こ とか ら， 大洋 プ

レ
ー

トが 海溝付 近 か ら 島弧 の 下へ も ぐりこ む の に伴 な

い ， 大陸地殻の
一

部が 沈下 し ， 海溝下 に まきこ ま れ消失

した と考えた （村内，1971）． 杉村 （1972）は ， 東北 日

本 と西南 日本 の 古い 地質構造の 連続性を考慮して，村内

の 考え を支持した ．

　さ らに，東 北 日本の 火山 フ ロ ン トは，第 四 紀の もの よ

り， 中新世 の もの の方 が 50km 以上太平洋側 に位置し

て い る，中村 （1969）は こ の 現象を，東北 日本弧が 日 本

海溝側へ 移動しt と解釈 した．海溝軸 と火山 フ ロ ン トの

距離 （Arc．Trench 　Gap ，
　DlcKINsoN

，
1971） が各島弧 で

ほぼ一定で あ る とすれば，火山フ ロ ン トの 東方へ の 移動

量だ け，海溝付近で大陸斜面が 消費され た こ とに な り，

上述の 考え を支持す る データと い え よ う （村内 ， 1971 ；

杉村 ， 1972 ）．

　4 − 2 ．大洋底堆積物 の 添加

　海溝付近 は重力 の 負異常 に よ り特徴づ け られ ， 負異常

帯の 軸は海溝軸 な い しそ の 内側に 位 置す る．MA 鵬 UDA

et　at．， （1967）は，東北 日本沖 の 重力負異常帯付 近 に ，

中新世以降現在 に お よぶ
“

三 陸 ・常磐沖地向斜
”

を考 え

た．最近 の 地震波屈折法 の 結果 に よれ ば，海溝陸側斜面

下 に は 地震 波速 度 の お そ い 堆積 層 の 存在が 考 え られ，大

陸斜面 の Outer　Ridge か ら海溝底 に か けて の斜面 を つ く

る音響的不透明層は 堆積層起源らしい （LUDWie 　 et　at・，

王966 ；MuRAucHI 　et　al．， 1968 ；　DEN 　et　al．， 1971　 ；Ho τ rA ，

王970 ；吉井1まカ〉，　王970）．

　こ の 堆積層を 大陸斜面 の陸剛か らの 成長として 解釈す

る説 も あるが，最近は，大洋プ レ ート上の 堆積物がプ レ

’一トの もぐりこ み に伴ない ， 海溝陸側斜面 に かきあつ め

られ 大陸地塊 に添加 されたもの と考え る説が主張されて

い る （吉井 ほ か，1970 ； HOTrA ，1970 ； SEELEY　 et　 al．，

197鱈 KARIG 　 and 　 SHARMAN
，
1975）．　 こ の 考え によ れ

ば，堆積物の 添 加 に つ れて ， 地形上の 海溝軸は 大洋側に

移動 し，海溝陸 側 斜面 に 添 加され た堆積物の 荷重に よ

り，島弧 の下 に もぐりこむ大洋プ レ ートは海溝の 内陸側

で 押 し さげられ る．そ の 結果，大洋プ レ ートの もぐりこ

みの 角度は よ り低角度に な る （第 3 ・4 図）． 海溝か ら

島弧 の 下 へ つ づ く震源面 は，海溝帯か ら非火山性外帯の

下 の 浅 い 部 分で は 緩傾斜で あ るが ，火山帯に 近 づ くに つ

れ て 深 くな るとと もに傾斜が 大 き くな る，この 緩傾斜 で

FA⊂IE5 げ lMε「RANSGRESStVE 〕

旺コ SHELF
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第 3 図 海溝陸側斜面 の 内部構造 モ デル （A ）と大

　　　　洋 プ レートの 折 れ まが り場所 の 海側へ の 移

　　　　動 と島弧側 の 沈降を示すモ デ ル （B ）

　　　　（SEELEY　et　al．， 1974）
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第 4 図　大洋底堆積物の 海溝陸側斜面 へ の 添加 モ デ

　　　　ル ．堆積物 の 添加 に つ れ て 海溝軸 ・Outer

　　　　Ridgeの 位置は海儺へ 移動す る．数字は A

　　　　− G の 段階 に おけ る trench 　 slope 　 break

　　　　の 位 置 と そ の 変 化 を 示す （KARlG 　 and

　　　　SHARMAN， 1975）

浅い 震源面の 海溝か らの 巾は，Arc・Trench　Gap の 巾と．

相関 が 高 く，例 え ば 東 ア リ ュ
ーシ ャ ン は トン ガ よ りも

200km も巾広い （KAR ・G　and 　SHAR／YAN
，
19フ5）．

　前節で 述べ た海溝 の 形成 ・深化 に 伴 な う大 陸斜面 の 沈

降
・
大陸地塊の 消失 とい う考 え と， 海溝陸側斜面へ の 大

洋底堆積物 の 添 加 ・海溝軸 の 大洋側へ の 移動 と い う考 え

は ， 現在 の とこ ろ両立 しがた い よ うに み え る．しか し ，

チ リ海溝とア リュ
ー

シ ャ ン 海溝 に お げ る大陸斜面 ・陸棚

斜面 の 性質の ち が い （PLAFKER ，1972）は，両 説 が 地域

的 な相迷 と して ，あるい は海溝の 発展段階の 差と して 理
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

海溝付近 の 変動地形 と地震 155

解され うる可能性を残して い る．両仮説の 検証 は，海溝

地 域の テ ク ト ニ ク ス を考 え る上で 重要な課題で ある．

　 4 − 3 ．Outer 　Ridge の 隆起と巨大逆断層の 構造

　 深海平坦面 は海底 で形成 された堆積盆地 で あり， そ の

堆積構造 や堆積層の 厚 さ な どか ら， 陸棚斜面から深海平

坦面下に お い て ， 撹 曲 ・断層お よ び曲降 に よ る沈降が お

きて い るこ とは確かで あろ う （佐藤 ・茂木 ， 1975）．　し

か し堆積盆地 が形 成 され る た め には，大陸斜面 で の 沈降

とともに ， 盆地外縁部 の地形的高まりが継続的に存在す

る こ と，すな わ ち外縁部 の 隆起 （少な くと も相対的上

昇）が 必要で あ る．

　南海舟状海盆 に沿 っ て 深海平坦面 の 盆地構造が顕著で

あ り，深海平坦 面外部 に は 明瞭 な Outer　Ridge が発達

す る．そ の 外側 の海盆陸側斜面 に も Ridge 　and 　Trough

Zone を な す ridge 群 が 認 め られ る （岩渕，1970　b ；

YoNEKuRA
，

1975 ；茂木，
1975　b）．　 こ れ らの ridge 群

は ， 雁行配列や断裂を うけて い るとこ ろもあるが ， 大局

的 に は 南海舟伏海盆 に 平行 して おり ， 海盆形成 と密接な

関係に あ る こ とを示唆す る （第 2 ・5 図），南海
一

東海道

の 半島部 で は，海岸段丘が 内陸側へ 傾動隆起 して おり，

こ れ らの 半島 の 海側延長部 は 上述の Outer 　 Ridge の

地形 と関係深い ．駿河湾 に みられ る石花 海堆と西石花海

34°

137°

　 　 　 　 　 　 　 　 　 137°

　　　　 第 5 図　遠州灘付近の地形学図

黒地は Outer　Ridge，あらい 砂目 ・横線 ・細か い 砂
N は それ ぞれ 深海平坦面をつ くる海盆，海段を つ く

る小舟状海盆，南海舟状海盆 ，　 1．丹沢隆起帯 ，

2．御坂隆起帯，3．竜爪隆起帯，工．富士川 沈降帯，
E ．桂川沈降帯 （茂木，1975）．

堆の 二 列 の ridge は，北 東延 畏部の陸上 で は，そ れ ぞ

れ丹沢隆起帯 ・竜爪隆起帯と い う中新世以来の 隆起帯に

速続す る （MATsuDA ，
1962 ；茂木，

1975　b）、

　 日 本海溝 に 沿 う三 陸 ・常磐沖地向斜 で は，大陸斜面上

に 深海平坦 面が 分布して い る．関東平野 は東北 日本弧 の

南縁 に 位 置す る堆積盆地で ， 現在 は 陸上 に あるが，三 陸

・堂磐沖地向斜 に 連続す るもの だと考えられて い る （上

田 ・杉村，！970，SuGIMu 瓢 and 　UYEDA ，
1973 ；貝塚，

1974），　関東平野 の東方に は鹿 島房 総 隆起 帯 （員塚 ，

1974）， 南方 に 館山 ・大磯帯 （成瀬， 1968）などの 隆起

帯があり，堆積盆 地 と して の 関東平野 の Outer　Ridge

を成 して い る．

　 中新世 末
一

鮮新世初 に 嶺岡 ・葉 山帯の 隆起 が あ り，北

側に衢造盆地 が形成 され た．そ の 後，関東造盆地運動 の

沈降中心 で は ， 鮮新
．
世
一

最新世初期 に 0，4斑 ／1000年 の ，

最新世 中期 以 降 に 工
一3m ／1000年の 速 さで 沈降 して い

る （成瀬，1968，1971）． 一方 ， 嶺岡 ・葉山隆起帯 の 前

縁沈降帯で あ っ た館山 ・
大磯帯は，最新世 の あ る時期か

ら隆 起 に 転 じ，完新 鍛 に は 3− 4m 〆1000年 の 速 さで 隆

起 し， 相模舟状海盆に 沿う大地震 の 地震性地殻変動区 と

な っ て い る （貝塚，1974 ；YONEKURA ，
1975）．

　 こ の よ うに，太平 洋側 の大 陸斜面外縁部の Outer

Ridge は ， 背後に造盆地性沈降部を もつ 隆起帯で あ る こ

とが，深海平坦面付近 の 堆積構造 や それ に対応す る陸上

部 の 地形 ・地質か ら指摘され る。同様 の 例は他の 島弧 で

も知 られて い る．例え ば イ ン ドネシ ア 島弧 の チ モ ール 島

や メ ン タ ワ イ諸 島，西 イ ン ド諸島の バ ル バ ドス 島 な ど

は，重力負異常の 外弧を つ くり，は げしい褶曲衝上を 示

す中新世以来の 褶曲帯で あ る．また ア ラス カ の ミ ドル ト

ン 島や チ リの モ チ ャ 島は と もに大 陸棚外縁 に 位置 し，海

岸段丘 の 傾動隆起 （完新世で は 5− 10m ／1000年の平均

隆起速度） や現在 の 地震隆起 が 知 られ て い る．

　南海道 ・南関東 ・ア ラス カ ・チ リな どに おけ る第四紀

後期の 海岸段丘 の 傾動隆起 は，海溝陸側斜面に 沿う逆断

層型 の 大 地 震 に 伴 な う地 震 変動 と同 じ様式で あ り ， 地 震

性地殻変動 の 累積を 示すもの と考え られ る （吉川 ， 1968

；KAiZUKA 　et　al．，1973 ；米倉
・安藤，1973 ；YeNEKURA ，

1975）．さ らに，こ れ らの 運 動 様式は，Outer 　Ridge の

隆起 と， 背後 の 盆地の 沈降とい う大陸斜面で の 運動 と関

係深い ．

　 Outer　Ridgeから海溝陸側斜面 に かけて は，基本的に

は海溝形成 に 関連 した 断層
・
褶曲を主 とする一

連 の 変動

地形からな り，Outer　Ridge の 隆起 で 代表され る地殻変

形 は ， 海溝斜面の 基部まで つ づ くもの とみ られ る．海溝

陸側斜面の 地形 は，海洋地殻と大陸地殻の 間 の 構造急変

N 工工
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第 6 図　中部 ア IJ
ユ 　一一シ ャ ン 海溝付近の 地殻構造推定図 （GRow ，1973）

部を反映して おり，大洋 プ レ
ー

トの 島弧下へ の もぐりこ

み に 対 応 した 島弧側の 変動の 地形的表現 と い え よ う （第

3 ・6図）．

　海溝に 沿 う逆断層型 の巨大地震 は，大洋プ レ
ートと大

陸 プ レ ートの 間の 運 動 を 直 接的 に 示 す と考え られ て い

る．両 プ レ ートの 間の 境界
一

巨大逆断層の 断層面
一は ，

多 くの場合海溝軸か ら島弧 の 下へ 震源面 に 沿 っ て も ぐ り

こ ん で い る よ うに 表現 され て い る．しか し，大陸斜面外

縁部 か ら海溝陸側斜面 に か けて の 地形 や最近の 地震反射

法の デ ータ に よれ ば，海溝陸側斜面で は褶曲と低角逆断

層 が基本的 な構造で あり，巨大逆断層は 単
一

の 断層面 で

な く，地 表近 くで は 何本か に 分 岐 した 逆断層群か らな る

巾広い 断層帯をつ くっ て い る．そ れ らの 逆断層群は ， 海

溝か らは なれ る につ れ て 陸側 へ の 傾 斜がより大きくな

り，全体 と して 覆瓦構造 （imbrlcate　 structure ）を な し

て い る と推 定 され る （VON 　 HUENE ，1972，　 PLAFKER ，

｝972
， GRew ， 197S”，　BEaK・and 　LEHNER ，1974，　 SEELEY

et　 al．， 1974
，
　KARIG　 and 　SHARMAN ，1975）．　さ ら1ζ，陸

上地質 に みられ る m61ange 　beltsの 構造 か ら，か つ て

海溝斜面を形成して い た地帯はは げ しい 褶曲 ・衝上構造

を示 し，そ れ らの 堆積物に は大洋プ レ
ー

ト上 の 堆積物に

由来す る もの が ある こ とが指摘され て い る （HAM1LTON ，

1969 ；HsU
，
1971

，
　BuRK

，
1972

，
　ERNsT

， 正970
，
1975）．

5． お 　わ　り　 に

　海溝付近の 変動地形 と地殻変動に つ い て ， 逆断層型 の

巨大地震 との 関連性を 考慮しっ っ 若干の 考察を試 み た．

Outer　Ridge の 隆起 は 巨大 逆 断層の 上盤の 隆起 に よ る と

考え，海溝陸側斜面の 地形 は 巨大逆断層の 覆瓦構造を反

映 して い る とい う立場を と っ た の で ， 海溝 の 深化．大陸

斜面の 沈降 に つ い て の 説明は不十分 で あ る．ま た 日本海

東縁 （広 くい え ば縁海）の 変動地形と地震と の 関係につ

い て は 別の 機会 に考察したい ．
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Tectonic　ReEef 狐 d　Ear竃hquakes 転夏 Trenches

Nobuyuki 　YONEKURA

（Abstract）

　 　 TectoD 量c　 relief 　in　 and 　 near 　 trenches 　 areund 　 the

Japanese　 Islaロds　 are 　described　 a血 d　discussed　 ln　 ter   s

of 　mode 　of　tectonic　deformations　associated 　wlth 　large

shallow 　earthquakes ．

　　Outer　Ridges　bordering　the 　deep−sea　terraces

developed　on 　the　continental 　s1Qpes 　are 　parts　of　upl 三fレ

ing　du血 g　the　recent 　geo1QgicaL　times ，
　probably　Plio一

cene 　and 　Quaternary．　 Upli『ts　of 　the 　Outer 　Ridge 　a τe

interpreted　to 　be　origimated 　丘om 　low・angle 　thrust

魚 ult 董ngs 　between 　 the 　 cont 三nental 　 b工ock 　 and 　 oceanic

one ．　Amode 三〇f　imbricatlon　stiTucture 　 of 　the　 mega ・

thrust　beneath　the 　Outer 　R 圭dge　a 職d　the 　landward 　slope

of 　thc 　trench 　is　presented．
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